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研究成果の概要（和文）：期待される成果は、学芸員トークをインターネット上で配信するキュレーターズTV（CTVと
略）のコンテンツを増やし、美術館へのアクセシビリティを高める実践的部分と、この試みに対してアンケート調査を
行い、その評価によってベターなものとするための提案を行う分析的部分の２つである。コンテンツ制作に関しては、
収録は１００件以上行い、そのうち６５件を本研究期間中に新たにウェブサイトにアップロードして、プラットフォー
ムとしての充実をはかった。アンケート調査（417サンプル）の結果によれば、CTVを見て美術館に行ってみたいと思う
ようになった者が80％を超え、CTVの歴然とした効果を示す結果が見られた。

研究成果の概要（英文）：This research is expected to obtain two main results. The first one is that the 
curators TV (CTV), which delivers digital contents of curators’ talk, raises accessibility to museums by 
increasing contents. The second one is that a survey (questionnaire) of a large number of people is 
conducted and web-contents are improved through its analysis. More than a hundred recordings were done 
and sixty-five contents were shown on the CTV web site so that CTV could be enriched as a unique platform 
of outreach activities in the museums. According to the results of questionnaire (417 samples), more than 
eighty percent of people, who saw CTV, had willing to visit museums, and this proves the effects of CTV.

研究分野： アーツマネジメント、サウンドスケープ、民族音楽学

キーワード： 鑑賞教育学　美術館学　サービス科学　ギャラリートーク　アウトリーチ　アーツマネジメント　公共
性
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１．研究開始当初の背景 
 申請時の前年に東北地方を中心とする東
日本大震災が起こった。また、その前にはリ
ーマンショックによる金融破綻に端を発す
る雇用問題の深刻化、さらにそれ以前の米国
における 9.11（その背景には新自由主義政策
によるグローバルな経済格差の拡大）など、
21 世紀になってから我が国をはじめとする
「先進諸国」では大きな社会問題が生じてい
る。そういった状況に対して、文化芸術面か
らの解決や克服アプローチが社会包摂型ア
ートマネジメントといった概念で提唱され
てきている。その方法は貧困や紛争、被災地
の現場において活動するものから、社会への
アクセシビリティを高める運動に至るまで、
臨床性においては様々なレベルがあるが、多
様な活動が活性化しているのは事実である。
本研究は、その一端として、美術館へのアク
セシビリティ向上、すなわち離島や病床など、
アクセスが難しい人々に対して美術館がよ
り近い存在になることを願って計画された。
もちろん、そういった被排除傾向にある人々
だけではなく、「一般の」市民の方々への提
供も視野に入れたサービス研究であること
はいうまでもない。 
 ライフイノベーションにとって芸術・文化
が重要な役目を担うことは論じるまでもな
い。その具体的サービス提供で大きな役割を
果たすことが期待されている美術館は、バブ
ル期の箱物行政時代に急激に規模が拡大し
たものの、その後の長期の経済停滞下にあっ
て、財政面で大きな縮小圧力がかかっている。
それは美術館の「敷居」が高く、文化インフ
ラとしての利活用が低調であることが大き
い。申請者は芸術文化活動の社会への浸透に、
実践・研究両面から取り組んできており、
CTV はその重要な活動の一つである。美術館
の魅力を社会にアピールすることをねらい、
2010 年度からギャラリートークの動画コン
テンツの作成に取り組み、既に 25 本弱をウ
ェブ上で公開している（http://www.curators 
tv.com/doc/project.html）。 
 2011 年に配信予定のコンテンツを 48 名に
見せた上で予備的なアンケート調査を行っ
たところ、「CTV を見て楽しめましたか？」
の項目で 80%の人が楽しめたと答え、「CTV 
がインターネットで見れるようになるのを
望みますか？」の項目で望むと答えた人が
90%になっており、「CTV に教育コンテンツ
としての価値は感じられますか？」の項目で
は感じると答えた人が 93%と、非常にポジテ
ィブな結果が出ており、大きなニーズがある
と考えられ、研究を後押ししている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、美術館における貴重な情報源の
ひとつである学芸員のギャラリートーク（作
品解説）をインターネット上に配信し、その
インパクト等を分析しながら、一部の来館者
のためだけではなく、多くの人々のアクセス

可能な公共性の高い文化資源へと転換させ
る方法を解明することを目的としている。既
に申請者らが設計したキュレーターズ TV
（CTV と略）というウェブサイトにおいて、
2010 年から社会実験的に配信を行っている
が、アンケートやインタビューなどを通した
大量解析、ならびにそのフィードバックによ
るコンテンツの改良などは未達成であり、本
研究によって実効性の高い成果を得ること
をめざす。 
 本研究は、ギャラリートークという美術館
に眠っている魅力的な素材を、多くの人々に
知ってもらいたいという素朴な願いが出発
点である。ウェブ配信を行い、最終的には何
らかのビジネスに繋がる可能性もあるが、単
に美術ファン拡大や収益追求ではなく、社会
問題の解決とそれに続く新たな社会（コミュ
ニティ）像の確立といった、より普遍化され
たテーマに取り組みたいと思った。そこで考
案したテーマが、地域に根ざした公共圏の生
成を、サービス科学によって実現するという
ものである。21 世紀に入ってから、社会の歪
みは是正されるどころか、拡大の傾向にある。
2008 年のリーマンショックが顕在化させた
社会格差、貧困の問題、また、我が国におい
ては、東日本大震災という未曾有の災害に直
面している現状がそれを示している。社会は
様々な意味で立て直しを迫られており、旧に
復することではなく、新たな社会を提示し実
現するものでなければならない。それは、多
様性が認められ、貧困などによる不利益が生
じない社会、すなわち豊かな公共性が保証さ
れた社会の実現である。この公共性は、住民
相互のアクセシビリティ（接近可能性）の高
さによって確保されるが、本研究では、「キ
ュレーターズ TV」というプログラムをアク
セシビリティを高めるメディアとして用い、
それを（サービス）科学的な手法で効果や評
価基準を担保しながら、社会における公共性
の生成に貢献しようとするものであり、この
ような組織的な展開は世界に類例がない。将
来は、国内のみならず、グローバルな展開を
視野に入れている。 
 
３．研究の方法 
 研究活動内容は大別して、１）CTV 制作、
２）CTV の社会的評価、に２分される。１）
CTV 制作は、全国美術館会議加盟館をフィ
ールドとして進める。２）社会的評価は、イ
ンターネット(CTV 視聴者) をフィールドと
して行う。本研究を進めるためには、新サー
ビスである１）CTV の実践的作成・配信の
構築が不可欠であり、その展開に連動する形
で、サービスの提供 — 被提供を観察する立
場である、２）社会的評価を実施する。CTV 
動画コンテンツは、全国の美術館に出張して
撮影し、逐次、編集し、ウェブ公開していく。
動画コンテンツ制作については、予算に依存
しているため、本研究においては約 100 件の
ギャラリートーク収録を行い、そのうち 65



件を視聴用としてウェブサイトにアップし
た（http://www.curatorstv.com）。 
 アンケートは平成 27 年２〜３月に行われ
有効回答は 417 件であった。アンケート項目
は回答者の属性（性別、年齢、職業等）のほ
か「これまでに CURATORS TV をご存知で
したか？」「これまでに CURATORS TV をご
視聴されたことはありますか？」「日頃、美
術館や展覧会などには行かれますか？」「ア
ートに興味はありますか？」「CRATORS TV 
を見て楽しめましたか？」「映像は見やすか
ったですか？」「音声は聞きとりやすかった
ですか？」「他の展覧会のギャラリートーク
も見たいですか？」「CRATORS TV を見て
美術館や展覧会などに行ってみたいと思い
ましたか？」「CRATORS TV を見てアート
への関心は高まりましたか？」「CRATORS 
TV を人に薦めたいと思いましたか？」「CRA 
TORS TV でより多くのギャラリートークを
見られるようになるのを望みますか？」「ギ
ャラリートークの収集・保存に学術的価値は
感じられますか？」「CRATORS TV に教育
コンテンツとしての価値は感じられます
か？」「CRATORS TV の配信によってアー
トへのアクセスビリティ向上に繋がると思
いますか？」「今後、ARTLOGUE の YouTube
チャンネルで、アーティストやキュレーター
などのトークが視聴出来ることを望みます
か？」「CURATORS TV の公開情報や、様々
な方々のコラム、プレゼントなどを掲載して
いるメールマガジン「ARTLOGUE mag」（毎
月 1 日配信）へのご登録はお済みでしょう
か？」「CURATORS TV の公開情報など掲載
している Twitter アカウントはご存知でしょ
うか？」「ARTLOGUE が運営する、世界中
のパブリックアートをアーカイブするプロ
ジェクト MoPA (Museum of Public Art) を
ご存知でしょうか？」「IT やテクノロジーを
使った、アートの新しいサービスなどにご興
味はありますでしょうか？」「ARTLO 
GUE のサービスはオープンソースプロジェ
クトです。ご興味はありますでしょうか？」
という質問（回答時間約５分間）を行った。 
 
４．研究成果 
 CTV 制作については順調に進展し、コンテ
ンツは目標の 100 件近く（94 件）となった。
コンテンツとしては、奥脇嵩大「青森
EARTH2014」（青森県立美術館）、川西由里
「美少女の美術史」（島根県立石見美術館）
などが挙げられる。２）CTV の社会的評価に
ついてはアンケート調査を実施した。また、
CTV 以外の参加型サイトである世界中のパ
ブリックアートを集合知でインターネット
上にアーカイブするプロジェクト MoPA 
(Museum of Public Art)を追加的に同じウェ
ブサイトで実施し、アクセス数の増加をはか
ってアンケート環境を整えた。アンケートは
ウェブ上にて行い、約 650 のアクセス数を見
たが、有効回答は417であった。回答は学生、

主婦、会社員、自営業など万遍なく散らばっ
たが、男女差（男 66％、女 34％）にやや偏
りがみられた。これまで CTV を見たことが
ない人が 85％であり、アンケートを媒介とし
て CTV に対する使用者（消費者）評価が比
較的ストレートに行われたものと推測され
る。年間を通して美術館に行かない人 31％、
半年に１回の人12％、３ヶ月に１回の人11％
という回答状況のなかで、CTV を見て美術館
に行ってみたいと思うようになったのが「是
非」が 52％、「どちらかといえば」が 31％と
いうように、80％以上の回答者がポジティブ
な心理へと変わるなど、CTV の歴然とした効
果を示す結果がいくつか見られた。また、見
やすさなど、撮影・映像技術に関する問いも
多く含んでいただめ、今後の改良にも資する
ことができそうである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ これまでに CURATORS TV をご視聴 

されたことはありますか？ 

 

図１ 日頃、美術館や展覧会などには 
行かれますか？ 

 

図３ CRATORS TV を見て美術館や展覧会 
などに行ってみたいと思いましたか？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CTV のインパクトについてはアンケート結
果からも明らかであるが、詳細なインパクト
評価を今後行うことよって、より厳密な評価
が下されることが期待される。本研究は実践
研究であり、コンテンツ制作の部分にも多大
なエネルギーを費やした。現時点では追走す
るウェブサイトはなく、オンリーワンの状態
である。今後は、海外対応を視野に入れてグ
ローバルなウェブサイトへと発展的に構築
する予定である。サービス科学、社会包摂的
観点からの位置づけについては、国際学会で
の口頭発表を行い、その論文の公開を近い将
来に行う予定である。 
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